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前掲の植生指標（NDVI）以外にもいくつかの植生指標があります。これらを横並びにして比較できるように掲載し

てみました。上段右が DVI（Difference Vegetation Index）、下段左が TVI（Transformed Vegetation Index）、下段

右が IPVI（Infrared Percentage Vegetation Index）です。 

なお、上段左にはこれらの植生活性図と比較できるように、カラー合成画像を掲載しました。画像左側が大船駅周

辺市街地、下側が鎌倉駅周辺市街地です。画像右上部にはゴルフ場があります。市街地と植生の識別には、DVI が優位

であることが判ります。また、ゴルフ場を見ると DVI と IPVI に比べて、TVI は植生領域の活性レベルが高く見積もら

れることが判ります。植生の活性度を定義することは難しく、利用目的に応じて植生指標を使い分ける必要がありま

す。10nm 毎に観測される Hyperion データは、植生分析の精度向上に役立つものと期待されています。 

 

国国 土土 のの 姿姿 をを 見見 るる   


